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★ ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

★ ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（1）
情報収集

担当
迅速に情報を収集・整理し、情報の
発信について管理する。
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（2） 家族担当
被災した学生およびその家族の対
応にあたる。

若
宮

原
伊
野

小
倉

深
川

原
田

当
該
研
究
室

教
員

（3）
現地派遣

担当

教職員の派遣を決めた場合は、派
遣教職員の渡航支援を行い、以降、
引率者、派遣教職員並びに現地機
関担当者の窓口になる。
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（4）
非被災学
生関係者

担当

被災していない学生およびその家族
の対応にあたる。
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（5）
研究科リエ
ゾン担当

当該学生の所属研究科への情報提
供、学生に関する情報収集、所属研
究科と協力して対応できる体制を構
築する。
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（6）
関係機関

担当

外務省や文部科学省等の窓口にな
り、統括本部と連携して対応に当た
る。また、学内の問い合わせ窓口と
もなる。
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（7） 広報担当
マスコミを通じて本学の姿勢を示し、
マイナスイメージを払拭する役割を
果たす。
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（8）
庶務・業務

担当

危機対策本部の活動に伴う施設準
備をはじめとして、物品と金銭に関
する手配を行う。また、学内対応を
行い、本学内の秩序を保つ。
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構　成　員

 部局対策本部 （本部長★、本部長補佐◎）

 緊急対策チーム （チーム長★、チーム長補佐◎）

役割
分担

【HWIP緊急対策チーム／部局対策本部】



初期 救援家族出発～現地出発 帰国時、その後

情報の収集

・情報の収集に専念する

・迅速に情報を整理する

・個人情報が含まれている文書管理の徹底

本部長・チーム長から、集合した家族へ判明している情
報の伝達、本学の対応姿勢や今後の対策や方針の説
明、事前のRiMTとのコンセンサス

救援家族の出発・見送りの手配指示 出迎え、入院に関するお手伝い

・現地に赴く家族の名簿作成

・現地までの交通手段、宿泊先の確認

現地に派遣する教職員の選定、現地派遣

・現地対応策の決定、管理・監督

（4）
非被災学生関係

者担当
被災の有無にかかわらず、関わった学
生の心のケア

（5）
研究科リエゾン

担当
当該学生の所属研究科への情報提供、学生に関する情
報収集、所属研究科と協力して対応できる体裁の構築

留学・研修の継続・中止の決定、関係機関への通達

・支援事務室教務係、RiMTと協議のうえ外務省や文科
省に報告、支援要請

・研修の継続、中止の決定・通知

広報発表内容の確認、対外提供情報の管理

・RiMTが承認した広報発表の情報の、学内関係者・一般
学生への伝達

保険会社への事故報告、各社対応の報告受理

学生の保険契約（氏名、年齢、保険期間）の確認

・危機管理対応に関する情報・文書類の管理・保管、個
人情報を含む文書類の管理徹底

・専用電話・ファクシミリの確保、メールアドレスの設定

・危機管理対応と部局対策本部活動に伴う経理・出納業務

緊
急
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策
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ム
・
部
局
対
策
本
部
の
設
置

（6）
関係機関

担当

（7） 広報担当

（8）
庶務・業務

担当

情報収集
担当

（1）

家族担当（2）

現地派遣
担当

（3）

死亡時案の場合、弔電・弔文発送、香
典・花・供物の手配

学外関係者のリスト作成、礼状の作成・
発送

被災していない学生およびその家族、被災学生の関係者（家族を除く）の対応、必要に応じてカウンセリング等の処置

被災・非被災学生の帰国方法の検討

マスコミ対策が必要な場合、救援家
族の出発時の空港特別室の手配

学生の海外旅行保険契約、本学の旅行事故対策費用
保険契約の保険金額、対象となる費用項目の確認

帰国の受け入れ準備と対応（空港内
特別室、空港からの車両手配等）



 

参考資料 

 

【危機の種類と対応レベル】 

危機事象発生時の対応レベルの区分は、原則として以下の基準による。 

また、事態（危機事象の内容）が不明であっても、予想・推測できる場合は同様とする。 

レベル 主な対応部署 健康被害の目安 事件・事故の目安 

１ 研究室/HWIP事務局 健康被害なし 飛行機の遅延・携行品の紛失 

２ 

HWIP緊急対策チーム 

HWIP部局対策本部 

HWIP事務局 

軽傷者の発生 軽微な交通事故・盗難・物損 

３ 

HWIP 部局対策本部／緊急対策チーム 

リスク管理タスクフォース（本部・RiMT）

統括本部 

重傷者の発生 重大な交通事故・加害事案・行方不明・

遭難 

４ 

HWIP部局対策本部／緊急対策チーム 

リスク管理タスクフォース（本部・RiMT）

統括本部 

重体者の発生 

死亡者の発生 

テロ・ハイジャック・紛争・自然災害

その他、生命・健康に深刻な影響を及

ぼす可能性がある事案 

 


